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大野　泉

開発協力の知的ポリシー・
コミュニティの形成を

おおの　いずみ／政策研究大学院大学教授

津田塾大学卒。JICA入団後、86年に、米国プリンストン大学への
留学。世界銀行、国際協力銀行での勤務を経て2002年から現職。
「開発フォーラム・プロジェクト」を担当し、途上国の開発政策
支援や日本の開発協力政策に関する調査研究・提言活動に取り組
んでいる。

　

開
発
協
力
の
現
場
と
政
策
を
つ
な
ぎ
、
実
践
的
で
政

策
志
向
の
研
究
・
発
信
活
動
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

国
際
機
関
や
日
本
の
援
助
機
関
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
大
学
で
「
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
活
動
を
主

宰
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
途

上
国
で
あ
れ
日
本
で
あ
れ
、
政
策
の
現
場
に
身
を
お
い

て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
直
結
す
る
政
策
研
究
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
目
下
、
チ
ー
ム
で
注
力
し
て
い
る
の

は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
首
脳
や
実
務
者
と

の
産
業
政
策
対
話
、
日
本
の
援
助
政
策
に
つ
い
て
の
知

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
改
革
提
言
等
で
あ
る
。

　

実
際
の
活
動
は
、
政
策
課
題
の
種
類
、
相
手
の
関
心

の
度
合
い
や
能
力
に
応
じ
て
異
な
る
が
、
メ
ニ
ュ
ー
は

ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
政
策
過
程
の
形
成
・
運
営
へ
の

参
加
、
政
策
文
書
の
作
成
、
政
策
組
織
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
必
要
な
調
査
研

究
の
実
施
、
関
連
情
報
・
国
際
比
較
の
紹
介
等
か
ら
な

る
。
新
た
に
調
査
研
究
を
行
う
場
合
も
あ
る
が
、
既
存

資
料
を
掘
り
起
こ
し
、相
手
（
通
常
は
途
上
国
や
日
本
・

ド
ナ
ー
の
政
策
担
当
者
）
が
参
照
し
や
す
い
形
・
タ
イ

ミ
ン
グ
で
整
理
し
、
知
的
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
重

要
な
作
業
で
あ
る
。

　

例
を
あ
げ
よ
う
。
東
ア
ジ
ア
の
経
験
に
強
い
関
心
を

も
つ
メ
レ
ス
首
相
の
要
請
で
、
私
た
ち
は
二
〇
〇
九
年

か
ら
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
と
共
同
で
対
エ
チ

オ
ピ
ア
産
業
政
策
対
話
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
政
府
は
、
産
業
政
策
策
定
の
方
法
・
組
織
間
調
整
、

産
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
国
際
比
較
、
カ
イ
ゼ
ン
の
普

及
・
制
度
化
等
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
産
業
支
援
策
の
具

体
例
を
学
び
、
次
期
五
ヵ
年
の
産
業
開
発
戦
略
に
選
択

的
に
導
入
し
た
い
と
い
う
意
向
を
も
っ
て
い
る
。
私
た

ち
は
年
四
回
の
頻
度
で
訪
問
し
、
相
手
の
関
心
に
も
と

づ
き
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
事
例
や
論
文
・
参
考
資
料

の
作
成
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
は
「
宝
の
山
」
で
、
こ
れ
ま
で
も
日
本
の
実
業
教

育
、
農
村
生
活
改
善
、
ア
ジ
ア
の
鉄
鋼
業
に
関
す
る
研

究
を
エ
チ
オ
ピ
ア
側
と
共
有
し
た
。
今
後
は
カ
イ
ゼ
ン

に
関
し
、
J
I
C
A
が
八
〇
年
代
に
実
施
し
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
で
培
っ
た
知
見

や
人
材
を
エ
チ
オ
ピ
ア
支
援
に
動
員
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

一
連
の
活
動
を
通
じ
て
痛
感
す
る
の
は
、
戦
略
的
発

想
を
も
っ
て
、
開
発
課
題
ご
と
に
政
策
・
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
既
に
国
際
保
健

分
野
に
お
い
て
は
、
日
本
の
知
見
を
ふ
ま
え
た
政
策
発

信
が
G
8
の
場
を
含
め
て
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
取
組
み
は
他
の
課
題
で
も
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
私
た
ち
も
産
業
開
発
と
い
う
切
り
口
で
、
日
本
や

ア
ジ
ア
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
見
を
掘
り
起
こ
し
、
政

策
対
話
を
通
じ
て
エ
チ
オ
ピ
ア
側
と
の
共
有
に
努
め
て

い
る
。
各
研
究
者
の
自
由
で
独
創
的
な
研
究
を
尊
重
し

つ
つ
、
得
ら
れ
た
知
見
を
援
助
政
策
の
形
成
や
、
途
上

国
の
開
発
政
策
支
援
に
動
員
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急

務
で
あ
る
。
ま
た
新
興
国
が
開
発
協
力
に
参
加
す
る
時

代
が
到
来
し
、
過
去
の
対
ア
ジ
ア
協
力
等
で
育
っ
た
専

門
家
の
動
員
も
重
要
に
な
ろ
う
。

　

既
存
の
開
発
研
究
機
関
や
大
学
等
を
基
盤
に
、
外
に

開
か
れ
た
政
策
・
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
課
題

ご
と
に
ハ
ブ
機
能
を
設
置
し
て
、
現
場
の
協
力
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
う
い
っ
た
研
究
と
政
策
、

実
践
を
つ
な
ぐ
開
発
協
力
の
知
的
ポ
リ
シ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
こ
そ
、
日
本
が
途
上
国
開
発
や
国
際
社

会
で
意
味
あ
る
貢
献
を
し
、
発
信
力
を
高
め
る
う
え
で

不
可
欠
で
あ
る
。


